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　’0 3 年 9 月に登場した現行「プリウス」

（NHW20）は、依然として好調に売行きを伸ば

している模様ですが、早いもので数ヵ月後には

初回の車検を受ける車両が整備市場にお目見え

します。

　ご存知のとおり、現行プリウスの心臓部は初

代プリウスの「THS」（トヨタ・ハイブリッド・

システム）を正常進化させた「THSⅡ」を搭載

し、基本的な構造に関してそれぞれに大きな違

いはありません。

　しかしながら「初代は入庫したことがあるけ

ど、2代目はまだ触ったこともない」という読

者も多いのではないでしょうか。そこで今月号

と次号の2回に分けて、現行プリウスのメンテナ

ンスについて特筆すべき事項をピックアップし、

現場で役立つ情報をまとめてみました。

知ってましたか？

「パワースイッチ」の取扱い方法

　現行プリウスで全車に標準設定

されている「プッシュボタン・ス

タート・システム」は、今やトヨタの大半の新型

車で見受けられるほど採用が拡大しているのはご

存知と思います。

　プッシュボタン・スタート・システムは、キー

を「キースロット」に挿入（または携帯※）し、パ

ワースイッチを押すことでハイブリッドシステム

が起動します。
※「スマートエントリー＆スタートシステ
ム」装着車は、キーをキースロットに挿入
せず、衣服のポケットに携帯した状態で
THSⅡの起動および停止操作が可能です。



　プッシュボタン・スタート・システムをトヨタ車

で初めて採用した現行プリウスでは、パワース

イッチに内蔵したインジケーターランプの点灯状

態と発光色によりハイブリッドシステムの状態を

確認することができます。

　参考までに、車両に登録されていないキーを

キースロットに挿入しても、イモビライザー機能

によってハイブリッドシステムが起動しない仕組

みになっています（キーは４本まで登録可能）。

　なお、下記のとおりブレーキペダル操作と組み

合わせてパワースイッチを押すと、電源ポジショ

ンの切替えとTHSⅡの起動・停止を操作できます。

　ブレーキを踏まずにパワースイッチを押すと

「OFF→ACC→ IG→OFF」の順に電源ポジショ

ンが切替わります。

　THSⅡの起動は、キーをキースロットに挿入し

た状態でブレーキペダルを踏み、パワースイッチ

を押すことによって行います。THSⅡ起動操作を

行うと、同時に走行可能インジケーターランプと

コンビネーションメーター内の『READY』ランプ

は点滅（システムチェック中）し、走行条件が成立

すると走行可能インジケーターランプは点灯状態

となり、READY ON状態であることを表示し走行

可能状態となります。

　なお、THSⅡ起動中にブレーキを踏みながらパ

ワースイッチを再度押すと、システムが停止しま

す。また走行中にはパワースイッチの操作がキャ

ンセルされますが、緊急時に備えハイブリッドシ

ステムを強制的に停止させる機能が設けられてい

ます（下記「ウラ技」参照）。

○プッシュボタン・スタート・システム

キースロット

キー

パワースイッチ



知ってましたか？

日本初の電子制御シフトスイッチ

　現行プリウスには日本初の「エ

レクトロ・シフトマチック」が採用

されています。これは、一般的なケーブルにより

シフトポジションの切替え操作を行うのではなく、

電子制御によって行うのが特徴です。これにより

シフト操作力の軽減、省スペース化などが実現し

ます。

　シフトレバーは、指先で操作可能なシフト操作

力と人間工学により導き出された操作パターンに

より優れた操作性を実現し、「Ｒ・Ｎ・Ｄ・Ｂ」の

各シフトポジションへレバーを操作した後は必ず

中立位置へ戻る仕組みになっています。

　また、パーキング・ロック機構には「電気式パー

キング・ロック機構」を採用しました。「Ｐポジショ

ンスイッチ」を操作することによって「パーキン

グ・ロック・アクチュエータ」を駆動させ、パー

キング・ロック状態とします。これを、従来のケー

ブルによりシフト操作する環境で例えると、Ｄポ

ジションからＰポジションへレバーを移動させる

アクションが、Ｐポジションスイッチをワンタッ

チするだけでできるわけです（パーキング・ブレー

キは足踏み操作で行います）。

■EVドライブモードの操作

　　深夜、早朝の住宅密集地での低騒音化や屋内

駐車場、車庫内での排気ガス低減化を目的とし

て、運転者が「EVドライブモード・スイッチ」

を押すと、エンジン作動を制限し、モーターの

みで１～２㎞走行することができます（HV

バッテリー温度が所定範囲外の場合は、バッテ

リー保護のため同モードは使用できません）。

Ｐポジションスイッチ

シフトレバー

○エレクトロ・シフトマチック

○下記の条件のいずれかが生じることでEVドラ

　イブモードは自動的に解除されます。

・EVドライブモードスイッチOFF

・SOC（バッテリー充電状態）が規定値以下

・車速が約55㎞ /h以上

・アクセル開度が規定値以上

　下り走行中にエンジンブレーキが必要な場合で

「Ｂポジション」にシフトすると、アクセルOFFと

同時に「回生ブレーキ」による減速も行い、より

大きなエンジンブレーキ効果を得ることができま

す。

　なお、THSⅡ起動状態（車両停止時）でパワー

スイッチを押すとTHSⅡは停止し、自動的にＰポ

ジションに切替わります。長時間停車する場合は

Ｐポジションスイッチを押すことでTHSⅡ起動状

態を保持することができます。

　ここで注意が必要なのは、エンジンがかかって

いなくてもTHSⅡが作動していて車両が発進する

可能性があるため、駐車時は必ずパワースイッチ

を押してTHSⅡを停止させましょう。



 

知ってましたか？

「THS」からの変更点をおさらい

　THSⅡではモーターおよびジェ

ネレーターとHVバッテリー間の

電圧を201.6Ｖから最大500Ｖまで変換する「昇圧

コンバーター」を採用しました。これにより、モー

ター、ジェネレーターを高電圧で駆動することが

可能になり、小電流での電力供給による電気損失

を抑制するとともにモーターの高出力化を実現し

ました（下表参照）。

　モーター出力は1.5倍に高められ、出力アップし

た1.5褄エンジンと組み合せることで、システム出

力とトルクが大幅に向上し、これにより初代に比

べ動力性能が飛躍的に向上し、2.0褄エンジン搭載

車と同等以上の発進・追い越し加速性能を確保し

ました。

コンビネーションメーター

EVドライブモードインジケーターランプ

走行可能インジケーターランプ

マスターコーションインジケーターランプ

エレクトロ・シフトマチック

プッシュボタン・スタート・システム



　現行プリウスは、エンジンが暖気状態でHVバッ

テリーの充電状態が良好な場合には、停車中にエ

ンジンを自動停止します。

　このため点火時期の点検など、停車中でもエン

ジンの連続運転が必要な場面では「整備モード」へ

移行する操作が必要になります。

　また、現行プリウスは「モータTRC」を採用し

ているため、車検時の完成検査中にスピードメー

ターテスターなどで前輪のみを回転させる場合に

も整備モードへ移行してトラクションコントロー

ルを解除する必要があります。

　整備モードへは、トヨタ系列ディーラーで使わ

れている「TaSCAN」と、これと同様の性能を持

ちディーラー以外の業態向

けに販売中の「DST―２」

でも移行操作が行えます。

　なお、下記のとおりパ

ワーボタンとアクセルペダ

ルの操作によっても整備

モードへ移行できます。

■整備モードへの移行操作

　（TaSCANを使用しない場合）

①ブレーキを踏まずにパワースイッチを2回ON

（IG）にして下記の操作を行う。

②メーンスイッチ「Ｐ」レンジで、アクセルペダ

ルを2回全開にする。

③シフトスイッチ「Ｎ」レンジで、アクセルペダ

ルを2回全開にする。

④メーンスイッチ「Ｐ」レンジで、アクセルペダ

ルを2回全開にする。

＜注意＞

・上記の操作を60秒以内に行う。

⑤整備モードに移行し、マルチディスプレイ内の

『ハイブリッドシステム異常』が点滅する。

⑥ブレーキを踏みながらパワーボタンを ON

（READY）にすると『READY』ランプが点灯

し、エンジンが連続運転となる。

＜注意＞

・整備モードでのアイドル回転数はアクセルOFF

で約1,000r/min、アクセルペダルを踏むとアク

セル開度60％未満で約1,500r/minまで、アクセ

ル開度60％以上で約2,500r/minまでレーシング

する。

・整備モード移行中にダイアグノーシスコードが

記憶されると「ハイブリッドシステム異常」と

マスターウォーニングは点灯する。

・整備モードで作業中に「ハイブリッドシステム

異常」とマスターウォーニングが点灯した場合

は、整備モードを停止してダイアグノーシスの

点検を行う。

整備モードに移行すると、マ
ルチディスプレイ内の『ハイ
ブリッドシステム異常』が点
滅します。

㈱デンソーのDST-2



○ジャッキおよびリジットラック使用時の注意

胙平坦な場所で、輪止めを必ずして作業する。

胝リジットラックは、図のようなゴムアタッチメ

ント付の物を使用する。

胄ジャッキおよびリジットラックは、指定の位置

を確実に支持する。

胚前輪をジャッキアップする場合は、パーキン

グブレーキを解除し、後輪後ろ側にのみ輪止

めをする。

胖車両をジャッキで支持しただけの状態では作業

および放置せず、必ずリジットラック

で支持する。

脉前輪または後輪のみジャッキアップ

した場合は、接地している車輪の

前後両側に輪止めをする。

胯前輪のみジャッキアップされた状態

からジャッキダウンする場合は、

パーキングブレーキを解除し、後輪前側にのみ

輪止めをする。後輪のみジャッキアップされた

状態からジャッキダウンする場合は、前輪後ろ

側にのみ輪止めをする。

○スイングアームリフト使用時の注意

胙リフトの取扱い書に従い安全作業を行う。

胝受け台は、図のようなゴムアタッチメント付の

物を使用する。 胄車両は、リフトの中心と車両の重心が極力近

くなる（Ｌが短くなる）ように乗入れる。

胚車両姿勢が水平になるように受け台の高さを

調整し、受け台の溝とリジットラック支持位

置を確実に合わせる。

胖スイングアームは必ずロックして作業する。

脉タイヤが少し浮くまでリフトアップして車両

を揺すり、車両が安定していることを確認す

る。

ゴムアタッチメント

車両重心位置（空車時）

リフト中心

500㎜

リジットラック支持位置前側
切り欠きより

ジャッキアップ不可

ガレージジャッキ支持位置

リジットラック支持位置

車両重心位置（空車時平均的車両の重心位置）


